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グリーンイノベーションについて 

（考え方整理のたたき台） 

（案） 

 

平成 21 年 10 月 8 日 

 

１．グリーンイノベーションとは、多くの国民が関わる広範囲な分野を対象

とするものであり、具体的には 

○環境・資源・エネルギー分野の革新的な技術等の研究開発と成果の実

利用・普及のためのシステム転換の一体的推進に加え、 

○新たな発想を活用することによるライフスタイルやビジネススタイ

ルの転換 

○地域における農林業の再生、まちづくり（緑のダム、コンパクトシテ

ィ等） 

など、生活・地域社会システムの転換及び新産業創出により、環境、資源

（天然資源、食料資源等）、エネルギー等の地球規模での制約となる課題

解決に貢献し、経済と環境の両立により世界と日本の成長の原動力となる

もの。 

グリーンイノベーションは低炭素社会、循環型社会、自然共生社会の構

築にも通じるものである。 

 

２．科学技術サイドから、中心となる環境・資源・エネルギー分野のグリー

ンイノベーションの推進に当たっては、 

 ○我が国発の既存のエネルギー効率の高い技術の国内外への幅広い普及 

 ○太陽電池（太陽光発電）、蓄電池、燃料電池、超伝導、バイオマス、グ

リーンケミストリー、CCS（CO２の回収・貯留）等の革新的技術の研究

開発の加速 

 ○より長期的な観点から、新たな科学的・技術的知見の「発掘」と「統合」

による環境・資源・エネルギー分野におけるブレークスルー技術の研究

開発 

を研究成果の実利用・普及に障害となる社会システム転換と一体的に推進

することが考えられる。 
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